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議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成30年第6回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	報告
	第１号
	就学前施設における外国語活動について

	日程第６
	報告
	第２号
	教育振興審議会について


【議　事　内　容】
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時３０分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、山本委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成３０年第６回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、６月（５月２６日から６月２５日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　特になし。
■日程第５　報告　第１号　就学前施設における外国語活動について
　子育て支援課・六車副主幹が説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　この外国語活動は保育時間外にするのですか。
○　六車副主幹　　　保育時間内です。
○　向山委員　　　　全員が対象ですか。

○　六車副主幹　　　４・５歳児全員対象で、引田の方だけ小海保育所と平和保育所の人数が少ない関係で引田幼稚園で全体が受けると聞いています。

○　向山委員　　　　資料中のメリットでは、29年度までは1人の外国人講師が週１回勤務で全施設を担当とありますが、年中・年長で、時間は何分単位ですか。

○　六車副主幹　　　積算上は1コマ1時間と考えておりますが、実際の内容は21時間ですので10人を30分刻みにすることもあると思います。そのあたりは施設に任せています。基本的には、子供１人当たり年間4回の4時間で考えています。

○　向山委員　　　　年間4回、週1回で年中、年長、年少、小学校の３０分～４０分の週１回位からしていたのかと思いました。その効果はどうだったのでしょうか。

やはり、積み重ねていくということで、環境などがどうだったのか聞きたいのですが。

○　六車副主幹　　　日々の保育とは別のところで、こちらから派遣するので、プラスアルファということです。
○　向山委員　　　　幼稚園であれば年長で40分週１回で、年間通じてしていただけたらいいのかなと思います。ことばの基本的なところを週１回くらいで、年少であれば３０分位で外国人でなくてもいいので、週１回位で続けたら将来にも繋がって行けるのではないかと思いますが。時間が少なすぎるのではないかと思います。

幼稚園のカリキュラムの中へ組み込めたら、東かがわ市は幼・小・中で繋がっていけるのではないかと思いますが。

○　山本委員　　　母国語についてですが、新聞に掲載されていましたが、「教師は王道で勝負をする。昨今の教育改革で気がかりなことは、一つは小学校での英語教育の早期化だ。あまり熱心にやらないでもらいたいというと語弊があるが、焦りすぎては危うい。英語に気を取られ、国語教育が疎かになるのが心配だ」ということで、東かがわも進んでいますが、皆さんがこのこともこの場で認識をして、大事なことがあるということを忘れずに進めて行ければいいのではないかと思いますのでこの場で紹介させていただきました。

○　大久保委員　　回数が年に4回というのは少ないように思います。幼稚園、保育所の先生方には、次の回までに子供達が忘れないよう工夫をしていただきたいと思います。先生方の研修の中でも外国語教育に関しての研修を少しは入れていただいて、4回が単発で終わるのではなく、繋げていける幼稚園教育、子供教育が無理のない教育の計画を立てていただけたらと思います。もう１つは、資料の中のデメリットで「外国人と触れあう機会が減る」とありますが、地元の事業所にも外国の方々がいらっしゃるので、事業所の協力もお願いして、単発でも外国人と出会う機会をつくり、その部分の補いができるようなゲストティーチャーで、少しでも来ていただけるような関係を地元とももっていただけたらと思います。

○　樫原委員　　　経費が削減できるので、ゲームの時に使うカードや英語の歌の楽譜とかＣＤなどを園に配り、支援員が教えてくれた内容を継続して普段の保育の時に使えるようなグッズなどを揃えて使っていけばれば均等にいけるのではないかと思います。

○　教育長　　　　いろいろとご意見が出ましたが、小学校1年生のレベルと言いますか、大変難しいので、例えば、アカデミーは1年生の内容を遙かに超えており、これを続けていたら1年生に入った時に興味を失うというか、小学6年生の進みが早くて、中学校に上がった時に逆に意欲がなくなると言うこともあるのでそのあたりを考えていかなければと思います。時間数も含め、経費の問題もありますし、支援員の方と教員が充分考えていかないと、これからのことなので、慎重にしなければいけないと思います。

○　坂東課長　　　我々が事業をしてきた経緯から言いますと、遊びの中で外国語とい
うイメージではなく、文化や日本にはない何か、そういった線を１つ、子供達の幼少期に繋いでおくイメージで考えてきた事業です。あくまでも小学校からは語学学習、教科学習になると思いますので、教育委員さんの思いは充分伝わってきますが、あまり幼少期から強烈にしすぎて教科学習に入る前にきらいになってしまったり、苦手意識が出てこないようなバランスをとることも考えて、今後、教科学習に入るのに嫌いなイメージを植え付けないようにした方がいいのではないかと思います。

ただ、支援員の方とも今までは連携がとれていませんでしたが、今後、話し合いながら継続した何かに取り組んで発展していけるような事が出来ればと思っています。

○　山本委員　　　資料４Ｐをみると、「物の違いや形容詞、前置詞の使い分けも勉強」とありますが、同じ幼稚園でもレベルの違いがあって、同じ5歳児でも違いが出てきますね。

○　坂東課長　　　　そのあたりのバランスもありますし、非常に難しいです。

○　教育長　　　　　今後、いろいろと模索しながら進めていくということでよろしいでしょうか。

■日程第６　報告　第２号　教育振興審議会の報告について

　学校教育課・久保課長が説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　今回、どのような意見がでましたか。

○　久保課長　　　　はい、１人ずつ意見をいただき、非常に幅広い内容でした。
現在まだ意見をまとめられていませんが、合同チームによる指導体制はどのようにしていくのか。既に顧問で指導されている先生の意見としては、専門外の部活動を担当するのは非常に負担が大きい。

他の方からも専門の指導者が配置されることが好ましいが、難しいのではないか。休日の設定について。香川県内では第１・３日曜日を休養日で設定を設け、今年度から、高松市などではその間の第２・４日曜日で休みを取る、という設定を考えていく町もありますが、一律に休みを設けるのはいかがなものか、柔軟な対応もするべきではないか。

外部指導者については、生徒指導や保護者、教員との連携もあるのでそのような課題をどのようにクリアしていくかという話がありました。

小学校から中学校へのつなぎの部分でいうと、小学生に中学校での部活動体験を取り入れてもいいのではないかという意見もありました。総合型地域スポーツクラブの運営もしていますが、団体競技は難しく、個人協議で陸上や水泳などは残していけるのではないかという意見もありました。

スポーツ少年団と総合型地域スポーツクラブ、またスポーツ財団でも小学生の体験的なスポーツ教室等もしているようである。このようなところを連携させて中学校へ繋げていけばよいのではないか。

コーチングアカデミーは生涯学習課の事業ですが、指導者の研修も非常に重要なことであろうということ。

地域力で縦の繋がり、小学校から中学校へ縦の繋がりができるような体制づくりが重要であろうということが上げられました。送迎等の問題も出ております。

中学校の合同移動については保護者で送り迎えをしている。これは、教育委員会でも検討していますが、ある程度放課後の移動時間の設定をすれば出来るのではないかと考えています。

最終的には、中学校の部活動は教育課程の一貫であるという事を前提において、完全に学校から切り離す訳にはいきませんが、地域の協力を得て、自分がやりたいスポーツを継続できるような体制を、今後検討して、ガイドラインの中に組み入れられたらよいかと思っているところです。まとまった方針が出来たわけではないので、今後、相談しながらまとめ、課題をクリアし、実施していくかということです。
○　向山委員　　　　外部指導者が何人ぐらいはいっているのか、調査しておいた方がいいのではないかと思います。
○　久保課長　　　　資料４に本年3月、香川県教育委員会が県立高校の部活動の指導員の登録制度を設けています。今年から始まったところですので、様子もうかがいながら、市で取り入れられるのかどうか、また、今の保険であるとか、現在はボランティアでありますが、きちんと登録をして報酬を支払うのかなど今後の話になりますが。

○　向山委員　　　　専門外の事を教えるのは大変だと思います。また、指導者保険ですが事故になってはいけないので気になります。

○　久保課長　　　　協議のなかでは具体的なそういった事も相談しながら進めていく予定です。

○　教育長　　　　　今後協議を重ねて、いい方向に進めればと思います。
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